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軽度発達時害鶏児期の不適路行動に対する保育士の認識
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本石汗究では、保育所における軽度発達際害幼児期の不適応行動に対して、保育士がどの程度理解し
ていると認識しているのかを明らかにすること、および軽度発達障害児の保育経験の有無が不適応行
動の理解に対する認識に及ぼす違いについて検討することを目的として、保育士に対して独自の質問
項目からなるアンケート調査を実施した。 371人の保育士から有効回答が得られ、保育士の 7割以上
が軽度発達捧害児の保育経験があると捉えていた。軽度発達障害児の保育経験がある保育士の方が保
育経験のない者に比べると、その不適正、行動について全般的に高く理解していると認識していた。さ
らに、質問項目について因子分析を行った結来、「適応行動の開題Jr生活行動の問題jの2閤子が抽
出された。軽度発達障害児の保育経験がある保育士の方が保育経験のない保育士に比較して、不適応、
行動に関する項目全般だけでなく、「適応行動の問題Jr生活行動の問題」の2国子についても高く理
解していると認識していることが示唆された。
Keywords:軽度発達揮害見幼児期不適応、行動保育所保育士
しはじめに
わが閣では、 2005(平成17)年4月に発達障害者支護法が施行された。これは軽度発達i箪寄に対応する
初めての法律で、 i新く法規定に基づいた発達支援の取り組みが始まった。この法律の第2条第3項では「発
達支援Jについて、「発達暗害者に対しその心理機能の適正な発達を支援し、および円滑な社会生活を促
進するため行う発達捧害の特性に対応、した医療的、福祉的および、教育的援助をいうJと定めている。
軽度発達障害には、不注意で落ち着きのない「注意欠陥多動性障害 (ADHD)J、特定の学習についての
困難さがある「学習障害 (LD)J、共感性が希薄でこだわりがある「アスペルガー障害Jr高機能自関症j
を含む f高機能広汎性発達障害jなどがある。いずれについても幼児期においては、幼稚鴎や保育所での
集団保育のなかで不適応行動が自立つ子どもとして周由から見られることになる。知的障害がないことに
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よりある穂度の理解を示すため、周囲からの理解が得られず状況が複雑になることが多い。また、不適応、
行動は親のしつけの開題や本人の性格の問題と見られてしまう。さらに、集団生活に場1染むことが困難で
いじめや周囲からの叱責を受けるため、子どもとその家族の心理的緊張と負担は大きく、子どもが2次的
を引き起こすことも少なくない。
このように幼児期における軽度発達障害の場合、集団保育を行う幼稚毘や保育所において不適応行動を
示すことが多いが、その状態橡を理解することは難しいため閥閣の欝害特性への理解が欠かせない。さら
に、社会適応上の問題は複雑で、周囲が対応の仕方に悩むことが少なくない。臨床的には、軽度発達障害の
ある子どもの場合、自開症に見られるような対人関係における質的な障害を抱えているケースが多いた
め、軽度発達障害を考える上で自開症に対する理解は避けられないものになっている~
アスペルガー障害の場合、言語的コミュニケーションが比較的良好なために発達障害の診訴がなされ
ず、適切な療育を受けないままコミュニケーションや人間関係の問題で苦しむケースが多く見られる九
また、昔話機能や認知機能のレベルが高いアスペルガー障害は、社会的場面から一部を知識として切り出
し、それを使って社会的な行動を果たそうとする。このように知識が拡大されないまま日常の行動パター
ンに組み込まれてしまうと、そのパターン以外の事態では強度の不安に陥ることになってしまう九
高機能白賠症の場合、知能検査による IQが高くても、状況判断や環境からの情報を処理していく能力
については弱いとされている九
アスベjレガー障害や高機能自閉症については、周圏の刺激に対応しかねることから生じる内的世界の混
乱を自ら収め得ないという状態があり、これは発達障害の基本となる生物学的な障害基盤のためではない
かと考えられている九これらの障害について長期に渡って比較的うまくいっている例を見ると、低年齢
では家族や先生らが子どもの特鍛を知り、ある程度あるがままに受け入れて、さらに対応を考えて実行し
ている場合である6)0
注意欠陥多動性障害の幼児期においては、幼稚国や保育所などの集間保育の場では落ち着きがないこと
が呂立つ。住意が持続せず転導しやすいため集団活動の内容に持続して取り組むことが難しく、はさみを
うまく使えない等の不器用さも問題視されるようになってくる。また、他者とコミュニケーションを持続
してとることが困難なため対人関係が深まらない。居留からの叱費、否定的な評価が積み重なっていくと
子どもは自己不全感を持つようになり、情緒不安定や問題行動という不適応症状を示すようにもなる九
特に、攻撃的行動は注意欠陥多動性障害児が示す対人行動における顕著な問題であるヘ
幼児期の集団生活で不適応行動がみられる軽度発達障害児には、集団生活に不可欠な地者とのコミュニ
ケーションを適切にとることへの慰難さが目立つ。コミュニケーションがうまく取れないことが不適応、行
動と関連することも多く見受けられる。
保育所における保育土の場合日々長時隠に渡って保育を行っているため、軽度発達障害児の様々な不適
応行動に対花、する機会が多い。保育士における軽度発達経害児の不適応行動についての理解の桂度が高く
なれば、対応方法を見出すことにつながるため、不適応行動が軽減すると推測される。このため、幼児期
の軽度発達韓害見における不適応行動に対して、保育士がどのように認識しているのかを明らかにするこ
とが必要だと考えられる。
以上のことから、本研究では、保育所における軽度発達障害幼児期の不適応行動に対して、保育士がど
の桂度理解していると認識しているのかを明らかにすること、および軽度発達障害児の保育経験の有無が
不適応、行動の理解に対する認識に及ぼす違いについて検討することを目的とする。
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1 方法
1.調査対象と調査環昌
調査対象は、保育所において、幼児期の子どもの保育を行っている保育士とした。
合計528人の自答のうち、全項目に回答したアンケ…トを有効とし、有効回答率は70.3%(371人)であっ
た。以下は、分析対象者のプロフィールである。
調査項目については、保育士のプロフイールに関する、性別、保育経験年数、年代、軽度発達障害兇を
保育した経験の有無である。
性別については、男性7人(1.9%)、女性364人 (98.1%)であった。
軽度発達障害児の保育経験については、経験があると認識している者271人 (73.0%)、経験がないと認
識している者100人 (27.0%)であった。
保育経験年数については、 l年から42年まであり、平均12.5年(標準備差9.9年)であった。
保育経験年数と年代別人数については、表1の通りであった。
保育経験年数と軽度発達障害児の保育経験の有無到人数については、表2の通りであった。
年代別人数と軽度発達障害児を保育した経験の有無関人数については、表3の通りであった。
2.調査期間と調査方法
王子成17年8丹l日から悶年8月31日までの 1か月間を謂査期間とした。無作為に選んだ保育所100か所
に、無記名で独自の質問紙を郵送により配布し、後日各々の保育所から郵送により回収した。合計63か所
の保育所から自答が得られた。
表1 保育士の保膏経験年数と年代別人数
保膏経験年数 20議代 30歳代 40歳代 50議代以上 人数
5年未満 82 ら 3 2 92 (24.8) 
5年以上10年未満 71 12 6 l 90 (24.3) 
10年以上20年未満 2 61 26 5 94 (25.3) 
20年以上30年未満 。 。 48 9 57 (15.4) 
30年白、上 。 。 2 36 38 (10.2) 
ムcl 計 155 (41. 8) 78 (21. 0) 85 (22.9) 53 (14.3) 371 (100.0) 
※単位:人()内はパーセント
表2 保育土の保膏経験年数と軽震発達障害児保育経験の有無知人数
保育経験年数 保育経験有 保育経験無 人数
5年未満 48 (12.9) 44 (11. 9) 92 (24.8) 
5年以上10年未満 64 (17.3) 26 (7.0) 90人 (24.3)
10年以上20年未満 75 (20.2) 19 (5.1) 94人 (25.3)
20年以上30年未満 52 (14.0) 5 (1. 3) 57人 (15.4)
30年以上 32 (8.6) 6 (1. 6) 38人 (10.2)
ム口 271 (73.0) 100 (27.0) 371人(100.0)
※単{立:人()内はパーセント
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表3 保育士の年f切日人数と軽度発遺障害見保育経験の有無関人数
年代 保育経験宥 保育経験無 人数
20歳代 94 (25.3) 61 (16.4) 155人(41.8) 
30歳代 63 (17.0) 15 (4.0) 78人(21.0) 
40歳代 72 (19.4) 13 (3.5) 85人(22.9)
50歳代以上 42 (11. 3) 1 (3.0) 53人(14.3)
計 271 (73.0) 100 (27.0) 371人(100.0)
※単位:人()内はパーセント
3.内容と分析方法
予備調査として、保育所の保育士で軽度発達i濠害児を保育した経験のある者20人に、対f，と、したことがあ
る軽度発達樟害児の具体的な不適応、行動とその不適応、行動に対する理解の程度について開いた。その結果
から、軽度発達障害児の不適応行動の理解に関する認識を問う独自の質問項目からなるアンケートを作成
した。
なお、アンケート調査票では軽度発達障害児について「対処の仕方が難しい子どもJという用語を使用
し、これについては「知的発達に遅れがないのに、落ち着きがない子どもや不器用さが自立つ子ども、ま
たはこだわりがあるために状況に合わせた行動をとることが難しい子ども(詮意欠路多動性障害、アスペ
ルガー欝害などの軽度発達障害との診断を受けている場合もあると思います)のことJとの説明文を明記
した。
方法は質問紙法による。問題行動に関する理解に関する認識について商う20項自について、理解してい
ると考えている度合いを f理解しているJrだ、いたい理解しているJrどちらともいえないJrあまり理解
していなしづ「理解していないjの5件法で質問した。その際、評価値は「理解しているJから f理解し
ていない」までにかけて 1~5 点までを配点した。
以上の質問項目について各項目の平均値と標準偏差を算出した。さらに、因子分析を行い抽出された関
子ごとの得点を分析に用いた。また、軽度発達i筆害児を保育した経験がある者を保育経験群、軽度発達障
害児を保育した経験がない者を保育未経験群とし、この 2群聞において抽出された因子ごとの加算得点を
用いて t検定による有意差検定を行った。
票結 果
軽度発達欝害児の不適応、行動の理解に縄する認識についての保育士全体における平均値と標準儀差は表
4のとおりであった。全20項目の平均値は、 2.27から2.83までの範囲であった。
保育経験の有無関の平均値と標準備差は表5のとおりであった。 20項目すべてに有意差があった (p<
.05)。これら20項目については、すべて保育経験群の平均値が低かった。
次に、保育所における保育士は、軽度発達欝害幼児期の不適応、行動についてどの程度理解していると認
識しているかという傾向の把握とその構造を分析するために、因子分析を行った。なお、これらの20項目
についてKaiserゐ1eyer心lkinの標本妥当性の測度は0.954であった。また、 Bartletの球面性検定では有意
性が認められた (p<.01)。このため、 20境目については因子分析を行うのに適していると判断した。
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表4 不適応行動の理解に関する認識における平均値と標準稿差(全体)
震鍔項鼠
1.食欲がない、偏食が激しいなどの食事について問題
平均債標準偏差
2.排祉の失敗が多い、 トイレで排池ーできないなどの排池の問題
3.版の着脱が身につかない、服を脱いでしまうなどの更衣の問題
4.夜寝ない、昼間寝ていることが多いなどの生活のリズムの問題
5.一人遊びが多く、他児とかかわることが少ないなどの対人閣の問題
6.集問活動の中に入ることができないなどの集問に入れない問題
7.登園することに抵抗が強く、閣になかなか入れないような登園の開題
8.みたて遊びゃごっこ遊びのようなイメージ遊びが少ないという問題
9.特定の音や物を極端に嫌がるような過敏性に関する問題
10.ズボンに手を入れてごそごそするような性ついての問題
11.ことばの発達がおそいなどのことばについての問題
12.注意しでも勝手なことばかりするような指示に従わない問題
13.かんしゃくやイライラするなどの情緒的に不安定な行動
14. 自分の手をかんだり、頭をたたいたりする自傷行為
15.他児をたたいたり、かんだりする他答行為
16.物を乱暴に扱うなどの物を壊す行為
17.身体を反復的に動かすことが自立つ常河行動
18.手先を使うことや全身運動が若手という不器用さの問題
19.激しく動き回ることが多く、落ち着きがないという多動
20.動くことが少なく、無気力という動きが少ない問題
2.44 
2.34 
2.49 
2.58 
2.27 
2.34 
2.55 
2.71 
2.63 
2.82 
2.43 
2.42 
2.33 
2.61 
2.35 
2.62 
2.83 
2.60 
2.37 
2.83 
表5 不適応行動の理解に関する認識における平均櫨と壊準備差(保育経験の有無別)
費関項自
保育経験群 保育未経験群
平均値標準偏差平均値標準偏差
1.食欲がない、偏食が激しいなどの食事について問題 2.34 .854 2.71 .935 
2.排波の失敗が多い、トイレで排池できないなどの排祉の問題 2.24 .814 2.63 .971 
3.服の着脱が身につかない、級を脱いでしまうなどの更衣の問題 2.38 .856 2.80 .995 
4.夜寝ない、昼間寝ていることが多いなどの生活のリズムの問題 2.50 .910 2.80 1. 025 
5.一人遊びが多く、他党とかかわることが少ないなどの対人商の問題 2.18 .842 2.51 1. 010 
6.集団活動の中に入ることができないなどの薬問に入れない問題 2.23 .840 2.62 .993 
7.登園することに抵抗が強く、関になかなか入れないような登劉の問題 2.47 .829 2.75 .936 
8.みたて遊びゃごっこ遊びのようなイメージ遊びが少ないという問題 2.60 .933 3.03 .937 
9.特定の音や物を極端に嫌がるような過敏性に関する開題 2.49 1. 007 2.98 1.0臼
10.ズボンに手を入れてごそごそするような性ついての問題 2.69 .951 3.17 1.045 
11.ことばの発達がおそいなどのことばについての問題 2.35 .882 2.63 .917 
12. しでも勝手なことばかりするような指示に従わない問題 2.31 .817 2.71 .913 
13.かんしゃくやイライラするなどの情緒的に不安定な行動 2.23 .775 2.60 1.005 
14. El分の手をかんだり、頭をたたいたりする自傷行為 2.51 .950 2.89 .942 
15.他見をたたいたり、かんだりする他害行為 2.24 .772 2.67 .922 
16.物を乱暴に扱うなどの物を壊す行為 2.53 .851 2.87 .950 
17.身体を反復的に動かすことが目立つ常間行動 2. 73 .962 3.11 .984 
18.手先を使うことや全身逮動が苦手という不器用さの問題 2.52 .889 2.79 .924 
19.激しく動き回ることが多く、落ち蓑きがないという多動 2.30 .870 2.59 .944 
20.動くことが少なく、無気力という動きが少ない開題 2.75 .917 3.04 .875 
p<0.05 日 p<O.Ol
.890 
.875 
.913 
.951 
.901 
.899 
.867 
.953 
1. 041 
.999 
.899 
.861 
.858 
.961 
.836 
.891 
.981 
.905 
.899 
.914 
t値
-3.614** 
-3.919** 
…4.008村
-2.737** 
-3.196村
-3.750村
-2.763** 
-3.954村
-4.069村
-4.200村
…2.643** 
-4.013村
-3.725** 
-3.400*' 
-4.550村
-3.330*事
一3.383村
-2.529* 
-2.830日
…2.745* * 
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主国子法による因子分析を行い、パリマクス法による車交自転を用いて因子解を求めた。その結果は表
6に示したとおりである。
さらに、因子分析により検出された 2由子についての内的一貫性を、 Cronbachのα係数を用いて検討
したところ、全項目に関してはαヱヱ0.957であり、かなり高い信頼性を示していると考えられる。また、
第I因子に関してはα=0.953、第E因子に関してはα=0.866であった。このことにより、全f本としても、
各国子別にみても、内的一貫性があることが確認された。
なお、各国子については一殻的に相関係数が0.40以上あれば中桂度以上の相闘があるとみなされてい
る。各々の因子で、 20項目すべてにおいて0.40以上の因子負荷量を示していたため、すべての項目の内容
に着目して因子を解釈することにした。
不適応行動の理解に関する認識についての20項目の因子分析から得られた悶子数は2つで、項自12、19、
13、14、16、11、9，15、17、18、6、20、5、8、10は第I因子、項目 2、3、4、1，7は第立国子
で大きな負荷を示していた(表6)。このH因子までの累接寄与率は63.06であった。
表6 不適応行動の理解に関する認識における因子分析の結果
質問項 毘
12.注意しでも勝手なことばかりするような指示に従わない問題
19.激しく動き回ることが多く、落ち着きがないという多動
13.かんしゃくやイライラするなどの情緒的に不安定な行動
14. 自分の手をかんだり、頭をたたいたりする自傷行為
16.物を乱暴に扱うなどの物を壊す行為
11.ことばの発達がおそいなどのことばについての開題
9.特定の音や物を極端に嫌がるような過敏性に関する問題
15.他児をたたいたり、かんだ、りする他害行為
17.身体を反復的に動かすことが目立つ常同行動
18.手先を寵うことや全身運動が苦手という不器用さの問題
6.集間活動の中に入ることができないなどの集聞に入れない問題
20.動くことが少なく、無気力という動きが少ない問題
5.一人遊びが多く、地児とかかわることが少ないなどの対人面の問題
8.みたて遊びゃごっこ遊ぴのようなイメージ遊びが少ないという問題
10.ズボンに手を入れてごそごそするような性ついての問題
2.排般の失敗が多い、トイレで排法できないなどの排植の問題
3.服の着脱が身につかない、服を脱いで、しまうなどの更衣の問題
4.夜寝ない、昼間寝ていることが多いなどの生活のリズムの問題
1.食欲がない、嬬食が激しいなどの食事について開題
7.登圏することに抵抗が強く、関になかなか入れないような登闘の問題
因子負荷量の2乗和
因子の寄与率(%)
累積寄与率(%)
1昌子 E因子 共通性
.822 .227 .727 
.792 .193 .664 
.751 .340 .680 
.719 .308 .612 
.701 .364 .624 
.698 .351 .610 
.689 .332 .585 
.681 .416 .637 
.675 .341 .572 
.635 .306 .497 
.635 .443 .599 
.592 .381 .496 
.586 .521 .615 
.579 .490 .576 
.505 .438 .447 
.290 .767 .672 
.334 .744 .665 
.205 .691 .520 
.281 .675 .535 
.418 .558 .486 
7.91 4.70 
39.56 23.51 
39.56 63.06 
軽度発達障害幼児期の不適応、行動に対する保育士の認識 129 
第I由子に対する因子負荷量に着目すると、「注意しでも勝手なことばかりするような指示に従わない
問題JI激しく動き由ることが多く、落ち着きがないという多動JIかんしゃくやイライラするなどの情緒
的に不安定な行動JI自分の手をかんだり、頭をたたいたりする自傷行為JI物を乱暴に扱うなどの物を壊
す行為JIことばの発達がおそいなどのことばについての問題JI特定の音や物を極端に嫌がるような過敏
性に関する問題JI他児をたたいたり、かんだりする他害行為JI身体を反復的に動かすことが目立つ常冊
行動JI手先を使うことや全身運動が苦手という不器用さの問題JI集団活動の中に入ることができないな
どの集団に入れない問題JI動くことが少なく、無気力という動きが少ない開題JI一人遊びが多く、他児
とかかわることが少ないなどの対人面の問題JIみたて遊びゃご、っこ遊びのようなイメージ遊びが少ない
という問題JIズボ、ンに手を入れてごそごそするような性ついての開題」における因子負荷量は、 0.51~
0.82の範屈にあった。このことから第I国子は、軽度発達樟害児の適応行動上の問題に関連する由子であ
ると解釈した(以下、「適応行動の問題jの因子)。
第五因子に対する因子負荷量に着目すると、「排法の失敗が多い、トイレで排栂できないなどの排挫の
問題JI月民の着脱が身につかない、服を税いでしまうなどの更衣の問題JI夜寝ない、昼関寝ていることが
多いなどの生活のリズムの問題JI食欲がない、偏食が激しいなどの食事について問題JI登臨することに
抵抗が強く、閣になかなか入れないような登園の問題Jといった項目の国子負荷量は、 O.56~0. 77の範閣
となっており、これは軽度発達障害見の生活行動上の問題に関連する由子と解釈した(以下、「生活行動
の問題Jの留子)。
顕子分析から得られた問題行動の理解に関する認識における 2因子各々の国子得点について、軽度発達
障害児の保育経験群と保育米経験群関の比較をした結果は表7のとおりであった。第 I国子 f適応行動の
問題」、第五国子「生活行動の問題」の2因子共有意差 (p<.Ol)が認められた。
表7 不漉応行動の理解に関する認識における顕子得点の比較
因子名 群名 人数平均僅標準罷義 d蓋
第I因子適応、行動の問題保育経験群 271 .100 .954 -3.220村
保育未経験群 100 .272 1.073 
第E因子生活行動の問題保育経験群 271 .109 .942 -3.495村
保育未経験群 100 .294 1.095 
“p<O.Ol 
N 考 察
保育所における保育士の7割以上が軽度発達障害児の保育経験があることを認識しており、保育経験年
数が長い保育士ほど軽度発達捧害児の保育経験があると認識している者が多かった。このため、保育士の
多くは、軽度発達瞳害児に接した体験を踏まえて、その不適正、行動について理解をしていることが考えら
れる。
軽度発達障害児における幼児期では、多動性、衝動性の症状が顕著な場合が多い。つまり、多動であり
じっとしていないこと、集団から外れた行動をとること、気分のムラが激しいこと、および動作が乱暴で
あることが目立つ。注意力障害はこうした多動性に隠れてはっきりしないことが多い。それでも遊びが長
続きしない、人の話を聞いていないなどの状況が見られる。この場合周囲からの鈎きかけに対する応、答性
カf乏しくなる。
したがって、軽度発達障害児に対して集団生活の中では余分な刺激を少なくし、教示をできるだけ単純
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で自立つものにする工夫が必要になる。また、複数の言葉を同時に話さないように留意し、援文や重文の
使用は避けることが望ましいとされている九軽度発達霞害児の状態橡を理解することにはかなりの圏難
さが伴い、コミュニケーションをとるときにおいて細かい配慮が求められるため、保育土は軽度発達障害
児の不適応行動を十分理解しているとは認識していないのではないだろうか。
軽度発達障害児の多くは、比較的単純な表情や勘定の判断、字句通りの雷語理解や表現は可能だが、そ
の場の状況や文脈等の様々な情報を統合して他者の感清状態を推測し、棺手の状況を推理しながら相互的
コミュニケーションを留るといった諾用論的な処理やそのスキルに問題がある。また、自己の感情や思考
に対する認識が甘く、過度に抵い自己評価や高すぎる自己評価をする等のメタ認知が弱いという指摘もあ
る10)。
このような障害特性のために、様々な変化をする周闘の状況や人間関係のあり様を瞬時に捉え判断する
能力が不足することによって、幼児期の集担保育のなかでは状況に応じた判断ができなくなる。その結果、
不適応行動が起こりやすくなると考えられる。したがって、軽度発達障害児の不適応行動に対処したこと
がない保育土には、その不適応、行動について理解することに閤難さが伴うことが推察される。
このようなことから、軽度発達障害児の保育経験がある保脊士の方が保育経験のない者に比べると、そ
の不適応、行動について全般的に高く理解していると認識していること、および因子分析により抽出された
第I悶子 f適応、行動の問題j、第五因子「生活行動の問題jの2因子についても、高く理解していると認
識していることが考えられる。したがって、保育士の養成教育において、軽度発達障害児についての知識
を持てるようにすること、或は保育英習で保育経験が持てるようにする配慮が必要だと考えられる。
保育所では、集間保育のなかでの状況に応じた適応行為をすることが求められる。このため、保育所に
おいて軽度発達撞害児に不適応行動があると、問題行動としても見られることになる。軽度発達撞害児の
不適応持動の種類と程度は様々であるが、保育士は軽度発達欝害見が示す不適応、行動について、適応行動
の問題と生活行動の問題との2つの視点から認識していることが推察される。
また、不適応、行動への対処の仕方については、発達を促す働きかけを行うことによって適応行動を増や
しながら、その要因を分析・整理し、不適応、行動の減弱と予拐に取り組むことが必要だとされているI九
したがって、保育士には軽度発達障害児の不適応、行動について、様々な視点から細かく捉えるようになる
ことが求められよう。
V 結論
本研究では、保育所における軽度発達障害幼見期の不適応行動に対して、保育士がどの桂度理解してい
ると認識しているのかを明らかにすること、およびその保育経験の有無が不適応、行動の理解に対する認識
に及ぼす違いについて検討することを自的として、保育士に対して独自の質問項目からなるアンケート調
査を行った。保育士の7割以上が軽度発達障害児の保育経験があると認識していたことから、保育士の軽
度発達障害児の不適応、行動に関する認識については、軽度発達樟害児の保育経験を踏まえたものであるこ
とが推察された。
軽度発達障害見の保育経験がある保育士の方が保育経験のない者に比べると、その不適正、行動について
全般的に高く理解していると認識していた。また、質問項呂について因子分析を行った結果、「適応行動
の問題Ji生活行動の問題jの2国子が抽出され、これらの2国子についても高く理解していると認識し
ていることが京された。このため、保育士は軽度発達障害児が示す不適応行動について、適応行動の問題
と生活行動の問題との 2つの読点からみていることが考えられた。
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保育士の養成教育において軽度発達障害児についての知識を持てるようにすること、或は保育実習で保
育経験が持てるようにする配慮をすることの必要性について考察した。さらに、保育士には軽度発達障害
児の不適正、行動について、様々な視点から細かく捉えるようになることが重要だと考えた。
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